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Verticaldistribution，productivestructureandepifaunaｗｅｒｅｓｔｕｄｉｅｄａｔＳａﾉ:gass""nfbrestson

therockycoastsofAbugashimalslandinTbyamaBayinJune2001．Onehundredsix（l6grEen，

４５ｂｒｏｗｎａｎｄ４５ｒｅｄ）speciesofmacroalgaewerecollected；ｌ４ｗｅｒｅＳａﾉgassj"〃ａｎｄｌｗａｓ

/WIgmpsis（closelyrelatedgenusofthefbrmer)．Dominantcanopy-fbrmingSmgass""１（ｏｒ

ﾉlfyagmpsjs)speciesonasoutheastwardtransectlineof300mlong(０ｔｏ16.6mindepth)wereS，

ﾉ，ど"Z城y""ﾉ",Ｓ､ｈＯ"'erj,/V､〃')'αgﾉりideS,Ｓ・ＣＯ'伽'"",Ｓ・〃ＩａＣｍＣａ叩""１，s.”e"S,Ｓ,〆ﾉ"ﾉ舵ﾉＷ〃

ａｎｄＳ､ｙｅ"dりj,extendingintumfromshorelinetooffShore・Otherprominentcanopycomponents

were陸"o"jasroﾉo"舵ｍａｎｄＡｃｊ"erospomcri""α，Thefbrmerwasasubdominantcanopy‐

fbrmingspeciesonrocky/sandysubstrataindeeperareasandthelatterwasadominantepiphyte

(ｕｐｔｏ９０％incoverage）ｇｒｏｗｉｎｇｏｎＳａ堰α皿"〃spp・oramajordriftonsandybottoms､In

destructivesamplingat6stands，maximumstandingcrop（4.5kg/ｍ２ｉｎｄｒｙｗｅｉｇｈｔ）andheight

(450ｃｍ)wereobtainedataS.〃1ααひｃａｍｚ"〃stand(6.7mindepth).Productivestructureanalysis

(every20cminheight)revealedthatweightratiosofthelowestlayerswerehigherindeeperstands

wherethecoverageofcanopieｓｗａｓｌｏｗｅｒ・Epiphyticanimalswerecollectedatintervalsof50cm

inheightfromeaｃｈｏｎｅｂｒａｎｃｈｏｆＳ.〃ｚａｃｍｃａ巾""1（400cminheight）ａｎｄＳ.ｐare"ｓ（350cmin

height)．Intotal，３２speciesandl4unidentifiedgroupsofanimalswerecollected・Aseaslug

PWnﾉ舵、ｐ""α"ﾉα『α,agammaridRJmdexzI"""e伽"dtWiXandacaprellidQIp”ﾉﾉα”""ＧＶＳ雌

wererelativelyabundantintermsofindividualnumbersandRpⅨ"α"/αraandaseasquirtof

Botrlidaeintermsofweight､Inthestratifiedsampling,twoorthreepeaksofspeciesrichnesswere

recognized・Thelowestlayers(crowdedwithnewbranches),canopyandassemblagesofepiphyte
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Ａ・crj""αaresupposetoproviderefUgesinwhichthesesmallanimalsarepreventedfrom

predatingbyrockfishes・Thisstudyisspatiallyandtemporallylimitedbutisthefirstsynthesized

reportonecologyofSa増ａｓ皿ｍｆｂｒｅｓｔｉｎＴｂｙａｍａＢａｙ・Inaddition，lOspeciesofmacroalgae

(includingSmgass"腕SＥrmr肋""腕)andl5speciesofepiphyticanimalswereaddedtothebiotaof

thebay．
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富山県沿岸は急深地形で知られ，浅海の岩礁域は県西部の氷見市，高岡市および県東部の朝日

町の沿岸に限られる。このうち，氷見市沿岸の岩礁域は，不連続的ではあるが，最も面積が大き

く，特に姿（集落）沖の虻が島では古くから海洋生物の研究が盛んに行われてきた（氷見市役所

1999，藤田2001a)。この岩礁域は，ガラモ場，すなわち，大型褐藻のホンダワラ類を主体と

する海中林となっており，高さ数メートルに及ぶ群落の内部には複雑な光環境，小空間および着

生基質が生じるため，生物相も豊かで，多くの定着性，移動性の魚介類が生活し，サザエ刺網や

小型定置網の漁場となっている（藤田2001a)。この岩礁域で生活する生物のうち，後鯉類，貝

類,ヒトデ類,その他の無脊椎動物については｢氷見市史９資料編七自然環境｣(氷見市役所1999)，

海藻については「氷見市・高岡市沿岸の海藻と藻場」（藤田2001a）に目録が公表されている。

しかし，魚介類の生活の場であるガラモ場に関する生態学的な知見は少なく，富山県水産試験場

（1984）による現存量調査，氷見市役所（1999）による「虻が島保全対策環境調査」（1990～１９９１

年)，新井ら（1997）によるヒジキＳα'gass”九s肋mle（Harvey）Setchellの生育報告，寺脇・新

井（1999）によるガラモ場周縁域の植生調査などが散見されるにすぎない。著者らは2001年６月

に虻が島周辺のガラモ場で種の多様性に関する総合的な調査を初めて行い，海藻の垂直分布，生

産構造および葉上動物を中心とした生態学的な知見を得ることができたので報告する。

材料と方法

調査地点富山県氷見市は能登半島東（内浦）側の基部に位置し，虻が島は氷見市姿沖の約900

ｍ地点に浮かぶ富山湾最大の島（標高５ｍ，長径180ｍ，面積1315㎡）である（Fig.1)。虻が島は

1965年に県指定名勝天然記念物に指定され，人工海岸化が進んでいる本土沿岸と比べて自然がよ

く保たれている。虻が島の周囲には大岩や踊り岩などの小岩が散在し，これらも含め，本土側と

は独立した岩礁域を形成している。この岩礁地帯（ガラモ場）は，大岩の方向（北東）で最も深

く，水深20ｍ付近まで続いているが，本土（北西，南西）側では水深約12ｍ，沖（南東）側では

水深約１５ｍで篠まじりの砂地に移行する。島と対岸（本土側）の岩礁地帯（ガラモ場）との間は

転石混じりの砂泥域（最大水深14ｍ）となっており，海草スケアマモZbsremcaesp"osaMikiが疎

生している。なお，調査域周辺の藻場の様子は藤田（2001a，2002）にカラー写真で掲載されてい

る。
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Fig.１MapofAbugashimalslandandilsvicinity．

海藻相・分布予備調査は2001年４月24日，本調査は2001年６月６～８日に行った。予備調査

ではダイバー２名により，ラインの設置点と調査範囲の設定を行ったほか，主に島の東側で景観

写真を撮影した。本調査では合計８人の潜水士（専門家５名を含む）が島の周囲を潜水して採集

および写真・ビデオ撮影を行った。なお，海藻の採集は，着生性の小型海藻も含め，できるだけ

多くの種類を採集するように努め，大型海藻は洗濯用ネット，小型海藻は密封式のビニール袋に

入れて持ち帰り，押し葉標本を作製して種の同定を行った。

海藻の垂直分布は，島の南東岸から海岸線と直角に張った全長300ｍのライン（プラスチック製

巻尺を３本継ぎ足し）に沿って潜水士１名が一往復し，新井（1997）の考え方に従い，目視で景

観の区分を行ったうえで，各ゾーン内で往復または反復潜水し，幅１ｍの範囲で大型海藻の出現

種を記録したほか，各種海藻と海底基質（泥，砂，小喋，大喋，巨喋，岩塊）の被度を目視によ

り５～100％（５％刻み）で判断して記録した。海底基質の分類は南西海区研究所（1979）に従い，

粒子が認められない場合を泥（mud)，微粒子～米粒大粒子が認められる場合を砂（sand)，米粒

大～こぶし大の藤を小喋（pebble)，こぶし大～人頭（成人）大の篠を大喋（cobble)，人頭大～等

身大の篠を巨喋（boulder）としたが，等身大以上のものを転石と呼ばずに岩塊（isolatedrock）と

改め，岩盤（rock）を加えて７通りとした。

生産構造様々なホンダワラ類の混生群落の生産構造を把握するために，上記調査線の周辺で

目視により識別された６カ所（離岸距離０，１８，３８，９５，２３０および290ｍ）において，５０×50cmの

方形枠を用いた坪刈りをｌ枠ずつ行い，いわゆる層別刈り取り法（前川・喜田（1987)，Murase

eraﾉ．（2000）を改変）によって生産構造を調べた。坪刈により採集したホンダワラ類とツルアラ

メＥＣ"o"ｊａｓｍﾉo"舵mOkamuraの藻体は，実験室に持ち帰って全長を測定した後，板の上に置い

て層別の切断を行った。ホンダワラ類の主枝とツルアラメについては直立状態，ホンダワラ類の

基部付近から萌出した新生枝については傾いた状態を平均的な生育状態とみなし，水中写真等を



4６ 富山県水産試験場研究報告第14号（2003）

参考にしながら板の上に広げてこの状態を再現し，ｌ個体ずつ付着器下部から主枝の先端まで２０

cmごとに切断した。切り分けた枝は水洗し，８０℃で24時間送風乾燥した後，乾重量を求め，１㎡

あたりの値に換算して現存量とした。

このほか,水深５～６ｍで優占していたヤッマタモクＳα'gass"mpare"sCAgaIdh林分の内外で

光環境の差を調べた。測定にはLI-COR社のQuantum/RadiometerPhotometerLI-l89型を用いて

光量子量を数回ずつ測定し，海面もしくは群落内外の相対値として示した。

動物相葉上動物は，坪刈調査の際に，離岸距離18ｍのヤツマタモク（高さ350ｃｍ）と離岸距

離38ｍのノコギリモクSZJﾉgass"'"碗ａｃｍｃａｍ"ﾉ"CAgardh（高さ400cm）の枝（高さごとに数本ずつ

採集）にポリ袋を被せて持ち帰り，ホルマリンで固定した後に，採集した枝の長さ・重量の測定

と種の同定を行った。

なお，本研究では，魚類や底生の大型無脊椎動物については特に系統的な採集を行っていない

が，海藻や葉上動物の分布との関連を検討するために，上記の調査線（300ｍ）とその反対（北西

側）の調査線（300ｍ）に沿ってビデオ撮影を行い，確認できた魚類と無脊椎動物を記録した。ま

た，無脊椎動物については，ホンダワラ類の坪刈調査時に採集した種類についても記録した。

結果

海藻相本調査で虻が島周辺から採集することができた種類は，緑藻16種，褐藻45種，紅藻４５

種，合計１０６種で，このうち，南東方向に延ばした調査線上（300×１ｍ）において水中で識別で

きたのは緑藻１０種，褐藻30種，紅藻23種，合計61種であった（T1ablel）。なお，水中では殻状の

無節サンゴモ類とイワノカワ類の同定が困難であったため，それぞれ分類群として扱い，クサノ

カキＬ肋o肋αｍ"io"cysrocam雄"mFoslie以外の種類（藤田1996,2001ａを参照）は採集していな

い。調査線上では島周辺で採集した海藻の約60％の種数が認められた。残りの40％は，付近に生

育していながら調査線上にはたまたま出現しなかったもの（例：ウミトラノオ勉噌ass"、

伽"be'9〃（Roth）Kuntze)，島の反対側などに局所的に生育が認められたもの（例：アミモヨウ

Mjcmdjc柳"仰o"jc"mSetchell）などが含まれる。なお，今回生育を確認した海藻の中には富山県

沿岸でこれまで報告がなかったものが１０種あり，その一部は調査線上にも出現した。以下に，こ

れらの海藻の産状や形態的特長を簡潔に述べ，標本写真をＦｉｇ２にまとめて示した。

１．ジユズモ属１種Ｃｈａｅｒｏｍｏ叩habmchygo"αHarvey（Fig2a）

この種類は，アオノリ類とともにホンダワラ類の上に絡まっている。古く，泉（1976）によ

ってナガモツレRhjZocﾉo"jMmro""Cs"mKiitzingとして報告されているのは，恐らくこの種類と

思われる。藤田（2001a，2001b）は本種を含めていないので，富山湾新産となる。

２．キヌシオグサαα伽ﾉiomsr卿so"jjHarvey（Fig2b）

吉田（1998）によると，北海道や東北などの北日本に分布する種であるが，独特の絹様の光

沢がある。浅所の岩盤に着生していた。

３．ホソチヤシオグサαα伽ﾉ'omwrjgh"α"αHarveyva確〃z加orvandenHoek＆Chihara（Fig2c）

本変種はチャシオグサより全体に小型で，枝も細い。主軸の下部の細胞は側壁にくびれを持

つ。主に日本海に分布する型で，VandenHoek＆Chihara（2000）によれば，隠岐，対馬，長
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○Stz畷“”mco碗s"ｍＣ・Agardh
○馳噌α"""1ﾉiｲんe"!‘"'(Tmmer)Ｃ､Agardh
○s、gα“""1ルemjPAy"""Ｃ､ＡｇａＩｄｈ
○勉電ａｓ皿加ﾉIome”(Tmmer)CAgardh
○StmWas”ｍｍａｃｍｃα"”ICAgardh
○StI増“皿加”c、“"rAI”(Kijtzing)Eendlicher
．Ｓ上z噌“皿"I伽iyabeiYendo
○sﾋ゚ｺ堰“皿"1〃“”sCAgardh
○ぬ'g“皿"I〆ルノ舵'wl"ｍmer)CAgardh
○釦噌α"”,rj"ggojdiα"I""Harvey

ssp,ＣＯ応α""畑(J・Agardh)Ybshida
○Stz増α"!”$e”f胸"I”(MertensexTmer)CAgaldh★
○Stz咽“”ｍｓ"恥“"""(Tmmer)CAgardh

・釦堪α”l"〃〃"ｲ"be堰〃(Roth)Kuntze

○s､咽α“""Iye"dbjOkamuraetYamada

Rhodopyceae
○GakzXm”/hﾉ“IaKjeIlman
○Ａ"叩Ａｉｍαα"c”s(Lamarck)Decaisne
○Ａ”ｈｉ”α加岬Aje"s応Yendo
．Ａ”Aj”αrjg域ILamouroux
○Ａ"叩ﾉIjmqZo"α”Yendo
○Ｃｂｍ"j”〆A‘ﾉ推mPostels＆Rup肥cht
○Ｑ,、"j,,α〃cj"α"sLinnaeus
・Ｈｙｄｍ"rAo〃”咽“sj(Fbslie)Chamberlain
○JmIjαα"Iae,wIsLamouroux

．〃"jα〃”o"jca(Yendo)Yendo
○MmFj,ＩｊＷ"',"””j"j""""(Yendo）
○A伽'9ｍ”o"ｲ'"dec""“α(Yendo)Ganesan
．Ｌﾉ"ＡＯＩＡα"J"ｊｏ〃GysIocamj火”IFbslie

・Nongeniculatecomllinealgae＊
○Ｇ２“,‘,"どﾉagα"JKiiIzing
・Ｃｅ/〃加畑wJgIｲ"IOkamura
。Ｐ肥、c〃die"α花皿なＯｋａｍｕｍ

.〃ｊ雌"b”"ｄｍｍｂｍ(SommerfbIl)Meneghini
．Ｂ”"e'"αj”"jαルα加旋mHariot
○姉ﾉａｍｃＡ"jo〃ﾉαＩ“"畑ｨ卿Okamura★

○ｍo"dmcα"伽ｨ”"舵”誠lｲs(Suringar)Hommersand
・ＣＷＯ"dms〃”o"た“Yendo
・ＧｍＩｅﾉo叩ｍｄｈ噸〃cａＩａＯｋａｍｕｒａ
．Ｇ、花ﾉα叩、β"c"、(Lamou『oux)Ｃ､Agardh
・Ｇｍｒｅﾉ””jmbrjcaIaHolmesf〃be""αＯｋａｍｕｍ
．Ｇ、花/”〃/α"c“ﾉ“α(Okamura)Kawaguchi
。Ｇ”花/”ねＯＡ､"畑ｍｅＹａｍａｄａ
○Ｐ肥血“”o"j“YbShida
○殉,"o""e"αc“ﾉ旅mOkamum
○Squamqnaceaesp．
．ＡA砿ﾉ"･ﾉﾌ゙sjs./7αbeﾉﾉb""is(Harvey)Masuda
○Ｐ肋“""""I“"j"g伽“"I(Linnaeus)Dixon
．Ｐ〃cα”I”花””e(Harvey)Harvey

．Ｃb"α""、ＯＡα""ｲmeSegawa★
○Ｆb昨”加ｍｅ"1α""〃(Lyngbye)Silva
○Ｇｍc"α”I“""j(Su『ingar)HarioI
・Ｇｍｃｊ〃”鋤めﾉj"o、ﾉｊｓＳｅｇａｗａ＆Ｙａｍａｄａ
○αIα加〆αｂ(/耐t,Okamura
．Ｃ洲α"I〆α〃α､'ldkJ(C,Agardh)Harvey
．ＣｿilysymelImw噸ﾉ"〃(Harvey)Ｙａｍａｄａ
○Zp'"e,"α"αcα肥"αraHarvey
．ＲJ1ｲＣｈｅα術iZ”ﾙy"qTklylor★
．α"Ｉ、“mJckw別肋畑"1(Ｃ､Agardh)Montagne
。α、””１６の，火"〃ＧｅｐＰ
★S"yri〔加eﾉo"gａｍＯｋａｍｕｒａ
．〃ａｅｍ”ﾙ⑨"舷ｊｕｐ”jmYendo

○Ａc”sor〃"1,,e"Ⅲﾉ“Jｲ"IZanardiniKylin
・ＡＣ””r伽"1ｙｅ"”iYamada

．α”"｡"ｑｃｍ“jca1ｲﾉjsHarvey
．Ｄα班ﾉo""""伽“j血"】(Harvey)Kylin
．〃どゆo”ﾙo"jα”bdjs"cｈａＯｋａｍｕｒａ
．“I"wIcmj"花""EdmYamada

・ﾉVどo油｡｡b伽eﾉα〃畑""α(Petersenko)Masuda

．Ｓy'”A)'“ﾉﾋJdjq〃Iα"Aα""o雄J(Harvey)Falkenberg

○:SpecieswhichwererecognizedonaIransecI(300ｍｌ
ｍｗｉｄｅ)exlendedsoutheastwardfromAbugashimaPi“

★:SpecieswhichwereaddedlofloraofTbyamaBay
presentauthors．

＊：NongenicuIatecorallinealgaeolhｅｒｌｈａｎＬ・ｑＷｐｃα〃

wererecognizedonaIransecI（300ｍlong．ｌ
dsoutheastwardfromAbugashimaPi“
ｗｅｒｅａｄｄｅｄｌｏｎｏｒａｏｆＴｂｙａｍａＢａｙｂｙｌhｅ

:NongenicuIatecorallinealgaeolhｅｒｌｈａｎＬ・ｑＷｐｃａ叩j火J"〃
we1℃notidentifiedinthep肥sentsIudy(SeeFUjital995,FUjita
2001a,b)．
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崎などで採集されているが，北陸沿岸では初めて確認された。

4 .ツクバネクロガシラ Sphacelariayamadae Segawa (Fig 2 d) 

浅所のヤツマタモクの体上に着生していた。脹芽枝の枝にくびれが認められることから，富

山湾で既に知られていたヨツデクロガシラ S.divaricata Montagneやミツデクロガシラ S.

rigidula Kutzingと区別された。吉田 (1998) によれば日本海沿岸にも産するが，北陸では生育

言己録がなかった。

5. オオパハバモドキ Punctariakinoshitae Yamada et Iwamoto in Iwamoto (Fig 2 e) 

水深15m以深の砂地上にオアシス状に点在する大磯地帯に多数生育していた。吉間(1998)

に基づき，藻体のサイズや細胞層数により本種にあてたが，これまで北海道サロマ湖以外から

採集されていないので今後の詳細な検討が必要である。

6 .ウスパノコギリモク Sargassumserratifolium (Mertens ex Tumer) C.Agardh (Fig 2 f) 

ノコギリモクと酷似するが，水深15m以深に産し，主枝の縁辺が平滑なことや下部の葉の質

が薄く鋸歯を持たないことなどで区別出来る。北陸沿岸では能登半島内浦側の九十九湾で見つ

かっていた(藤田ら 1998)が，富山湾にも生育していることが判明した。

7 .ススカケベニ Halarachnionlatissimum Okamura (Fig 2 g) 

水深15m以深の砂地にオアシス状に点在する大磯地帯で採集した。能登半島内浦産の標本が

のとじま水族館に保管されている(藤田ら 1998)が，富山県沿岸ではこれまで、見つかってい

なかった。

8. シオグサゴロモ Contariniaokamurae Segawa (Fig 2 h) 

ホソチャシオグサの主軸を巻き込むように生育していた。吉田 (1998) によると，これまで

太平洋沿岸の生育記録しかなく，北陸沿岸では初めて確認された。

9 .ヒメヒシガタノリ Fauchearhizophylla Taylor (Fig 2 i) 

漸深帯の岩陰や巨礁の裏側などに付着している。生時には蛍光を発する革質の小型紅藻であ

る。吉田 (1998) によると，これまで太平洋沿岸の生育記録しかなかった。

10. ナガウブゲグサ Spyridiaelongata Okamura (Fig 2 j) 

富山湾で既に報告されているウブゲグサ Spyridiafilamentosa (Wulfen) Harveyよりも大型と

なり，体長20cmを越える。水深15m以深の磯地帯で、ツルアラメとともに生えていた。日本海に

分布するとされている(吉田 1998)が，北陸では初めての生育記録である。

垂直分布 本調査では，調査線の基点(離岸距離om，水深om)から終点(離岸距離300m)

までの聞を離岸距離0.5m，3.5m， 9 m， 20m， 73m， 105m， 199mおよび、240mの9地点で区分

し 9つのゾーンを認めた。各ゾーンの底質と植生の概略を Table2に示した。

調査線上では水深とともに岩や礁が減少して砂地の占める割合が大きくなるため，海藻の被度

もこれに伴って低下した。しかし，林冠を形成するホンダワラ類の被度(各種の合計)でみると，

海岸線から離岸距離105m(水深11.3m)までは100%以上，同199m(水深13.1m)以内でも70%

の値を示した。ガラモ場では，岸(浅所)から順に，イソモク Sargassumhem伊hyllumC. Agardh， 

アカモク Sargassumhomeri (Turner) C. Agardh， フシスジジ、モク Sargassumcω01ゆ1φ井かか4ι“smロF
ツマ夕モク，ノコギリモク，マメタワラ Sargassumpiluliferum (Tumer) C. Agardh，エンドウモ

クSargassumyendoi Okamura et Yamadaが優占種となっており，それ以外のホンダワラ類では，水
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深５ｍ以浅でジヨロモクMyagmpsjs"Zyagm雄ｓ⑩mer）Fensholt，ヤナギモク（オオバモクの

亜種）Ｓα'gass”〃"990ﾉ｡』α""mHarveyssp・Ｃｂ"α”柳（J・Agardh）YOshida，ヨレモクSmgass"ｍ

ｓ胸"ａｓ”"（Tilmer）CAgardhおよびトゲモクＳα'gass"ｍ”cmcaゅ"加（Kiitzing）Eendlicher，

水深lOm以深にウスバノコギリモクが局在し,ホンダワラSZzlgass"〃んんe""mCAgardhがほぼす
べての調査水深帯に少量ずつ出現した。

ホンダワラ類のうち，被度50％以上の高い値を示したのは，ヤツマタモク（80％)，アカモク

（80％)，イソモク（60％)，ノコギリモク（60％）の４種で，ホンダワラ類以外では，アキネト

スポラAcj"erospomcrj""αSetchell（90％)，イワノカワ類（60％)，無節サンゴモ類（50％）の１

種２分類群が高い被度を示した。イワノカワ類や無節サンゴモ類は下草として海底基質を被って

いたが，アキネトスポラは最も岸側のイソモクの生育帯を除き，ガラモ場の林冠を広く覆ってお

り，沖側の砂泥域で寄り藻となって海底を覆っていた。なお，アキネトスポラは虻が島の北西側

のガラモ場ではほとんど着生が認められなかった。ガラモ場の周縁域ではツルアラメがエンドウ

モクなどに混じり，林冠を形成していた。

現存量・生産構造島の南東側から延ばしたライン沿いの６地点で坪刈を行った結果について，

林冠構成種（ホンダラワラ類またはツルアラメ）の種組成，高さ，現存量及び密度をTnble3，生

産術造図をFig.3に示した。Table3には各地点の水深と底質も掲げてある。なお，いずれの地点

も，下草の大半は有節サンゴモ類で，最大でも58.89..W./㎡（最も岸側の地点）であった。

離岸距離０ｍ（水深0.5ｍ）ではイソモクのみが林冠を形成していた（Fig.3a)。高さ80cmは６
地点中最も低く，逆に密度1328個体/㎡は最も高かった。

離岸距離18ｍ（水深3.6ｍ）ではヤツマタモクが主要種で，マメタワラ，ヨレモクおよびホンダ
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富山県水産試験場研究報告第１４号（2003）

､Dominantspeciesaregiveninsolidletters.＊＊DensityofEsrojo"推、（Individual/㎡）

ワラが混在し（Fig.3b)，中層（l60cm-280cm）付近の葉状部が発達していた。

離岸距離38ｍ（水深6.7ｍ）ではノコギリモクが主要種で，ヤツマタモク，マメタワラ，ヨレモ

クおよびホンダワラが混在していた。葉状部が発達していたのは中層（140～300cm）で（Fig.3c)，

この層では生殖器床も認められた。現存量約4.5kg。.w,/㎡および高さ460cmはいずれも６地点中の

最大値であった。

離岸距離95ｍ（水深9.8ｍ）ではノコギリモク，マメタワラ，エンドウモク，ホンダワラおよび

ヤツマタモクが混在し，下層ほど葉状部が発達していた（Fig.3.)。

離岸距離230ｍ（水深14.1ｍ）ではエンドウモクとノコギリモクが主要種で（Fig.3e)，ツルア

ラメが混在し，下層ほど葉状部が発達していた。

離岸距離290ｍ（水深16.8ｍ）ではエンドウモクとツルアラメが混生し（Fig.3f)，下層ほど葉状

部が発達していた。この地点を含め，沖側の３地点はいずれも現存量0.6kg。.w､/㎡と一様に低か

ったが，ホンダワラ類の密度は本地点が40個体/㎡と最も低かった。ただし，ツルアラメの密度

は32個体/㎡で，６地点中最大であった。

Fig.2では，離岸距離18～38ｍのホンダワラ類（Fig.3ｂ～ｃ）の高さ０～40cm層および離岸距離
95～290ｍ地点のホンダワラ類（Fig.3．～f）の高さ0-20cm居で現存量が高い値となっているが，

これは新生主枝の萌出によるものであった。ちなみに，各地点について最下層重量／平均層別重

3８

0.6

14.lBouldeI．

3209.8Boulder9５

１４０（４）＊＊0.6180230

4０（32）＊＊0.6１４０１６．８Ｒｏｃｋ290
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'mable4・OccurT巴､Ｃｅ（asindividualnumbers）ofepiphyticanimalsonsampledbranchesinvanousheightsofS上I咽α皿、
●

グｍｃｍｃａゆJｲｍａｎｄＳ上I暇“皿ｍｐａｒｅ"３．

ＳＩＩ堰αSSI"〃〃Ｉａｃｍ“ゆI”

＋：Uncountablebecauseofcolonialhabit．

Species

Haliclystidae

Actiniaria

ＮＥＭＥＲＴＩＮＥＡ

Ａﾉごy"αｏ“I如如Ａ､Adams

QJ"油αｸf血ssp・

ノwzljhJwr”cﾉi“I"fwl“(Gould）

餓わqmegasromα(Pilsbry）

Ｂａ"“ｊａｂ碗“ねmPilsb『ｙ

Ｄ伽kzwz〆αα(A､Adams）

Ｓｎｂｍｃｏ"たα(Schumachner）

及伽"”施伽なＡ,Adams

ZkIﾉｻzJ”､伽(Dunker）

ＡｐＩｙｓｍｐａｎ'"kJGould

Rgm峡、”"c畑伽ね(TklppaIone-Cane肺）

〃“αｲﾉ“c"だ“(Gould）

jHkz”o油ｏｇｓＰ．

即剛血ゎｓＰ．

Ｐﾉiy"odoce”｡"j“Imajima

PkJ卯どだjsdi”e伽(AudouinetMEdwaIds）

Dexわspjmﾉb、”"“α(Bush）

Ｓｊ"e"ｑｓｐ・

Ｚを趣｡〃omlzmj(Richardson）

Ｄｙ"o血左sde"伽加“Sheｎ

Ｇmm"叩s施火叩o"jcnHirayama

SIe"ofAoEsP．

〃hjp"花ｊａｗＡ"eﾉagggjStebbing

R9だわ"α“fho””i”o"ic“Himyama

Pﾉe“『“ｓp・

Pbmoge"ｅｍｓＰ・

ＲｚｍｄＥｍｍｊ"ｅｂｏｍａ域Sheard

Hya彫皿加jkJHiwalarietKajihara

Ao”j《たＳＣＯ如加６ｍどWalker

Aoridae

Amp"ﾉｍｅＰＯ"“Kunkel

姥”"叩Aj的oeorj“rα"s(Dana）

Ｃｂｍｐ肋”航sjdjり”mCrawfbrd

Pb血“、s伽ＣＯ"Spjc“s(Stebbing）

Chp”伽血""どv城〃Czemiavski

Fhmc“だﾉmcmssaMayer

H2prα“叩"sge"皿kI伽s(Stimpson）

Ａ"ﾉi、"oｍａｃec伽(Audouin）

＆cAarj"αｗｲIgaﾉな(Moll）

陸"“”ﾉ伽α〃JqI“〃(Audouin）

〃たｍｐｏ”ﾉ肱sp.(ｃｆｏ旅"、ﾉな）

αﾉjEpom1asp，

BotIyllidae

綜器器f裟豊砦

藤田ら：海中林の垂直分布・群落構造・葉上動物
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ー@ーEpiphyticanimals on S. pate問

-・-Epiphytic animals on S.macrocarpum 
-合一Epiphytical伊 eon S. patens 

ー・-Epiphytic algae on S. macrocarpum 

lA 2 ~5 

Location (Height) of branch (m) 

3.5 3 4 

Fig.4 Abundance (in wet weight) of epiphytic animals and algae (Iargely Acinetospora crinita) in various heights of Sargassum 

patens (350cm in height， 18m from shoreline) and Sargassum macrocarpum (400cm in height， 38m from shoreline) stands 

on the southeast coast of Abugashima Island. 

量の比を求めると，岸側から}II買に， 1.7， 1.9， 1ム 7ム 3ム 3.9となり，浅所3地点よりも深所3

地点で大きな値を示した。

以上の坪刈地点とは別に，水深 6ffi，高さ300cmのヤツマタモク群落で光環境を調べた結果，群

落外部(同水深)に対する林床の光量の相対値は6.4%，海面に対する林床の光量の相対値は1.2%

であった。

葉上動物相 ノコギリモクとヤツマタモクから高さ毎に枝を採取し同定した32種14分類群の個

体数と現存量を Table4に示した。なお，上述のように，これらのホンダワラ類の上には着生藻

(主にアキネトスポラ)が多く絡まっていたので，その着生量も示した。採集した動物のうち，

Table 5. Fish and macroinvertebrates observed on a video transect (300m long， 1m wide) extended southeastward from 

Abugashima Pier. 
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ム Callyspongiae/egalls (Thiele) 
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5５

種レベルまで同定できたのは32種で，その他は属，科または門のレベルまでしか同定し得なかっ

た。ノコギリモクでは24種８分類群，ヤツマタモクでは１８種９分類群，が認められたが，共通し

ていたのは１０種３分類群であった。

両種を通じてｌサンプル（枝１本の入った袋）から１０個体以上採取できたのは，ウミナメクジ

彫rα/舵、p""c"ﾉａｌＩａ（Tapparone-Canefri)，トゲホホヨコエビPhmdExα”"e6o"1α'1diSheard，ホソ

ワレカラQZpだ"α血""elﾉs肺Czemiavskiの３種だけで，湿重量で１９を超えたのは，ウミナメク

ジまたはボトリルス科ホヤ類の入った３サンプルだけであった｡採集した枝の長さが101～1493ｍ

とまちまちであったため，枝１ｍあたりの葉上動物と着生藻の重量を算出し，Fig.4に示した。

ノコギリモク（高さ400cm）で葉上動物の分類群の数が多かったのは下層（０cm）と上層（300

cmと350cm）で，それぞれ16分類群と１１～１３分類群が見つかった。０cm層（新生主枝の萌出層）で

多産したのはウミナメクジで,300cm及び350cm層にトゲホホヨコエビが多産し,400cm層でノルマ

ンタナイスＺ“xひ"o”α"ｉ（Richardson）がやや目立った。

通ｂｌｅ６,Abundance(individualnumbeⅣ0.25㎡)ofbenthicmacroinvertebratescollecledfrom6quadraIesamplingsites．

１

１

５

DistancefromshorEline（、）
Species

２

０ｍ １８ｍ 38ｍ 98ｍ 230ｍ 290ｍ

１

地"CAO"drjaojtzzdaj（KadoIa）

地"cﾉo"α〆”o"な（Bowerebank）

Unidentifiedseaanemone

ﾉScﾉ！"OCA"o"ＣＯﾉ叩加sfbrmaco"Ip"'ｓ（Good）

P"”AC花ﾉ〃ﾉapo"jαｨsａ（Ｄall）

A"αc姉",isem（Sowerby）

Ｐﾉ“”ﾉﾌﾉocasp・

Asrm"""1ﾉ'α91"qﾉﾂzWw"１（Menke）

α"油α"｡』‘sjZZpo"jαｲ＄（Ａ・Adams）

ＱＩ"j“oro"Iα”αｲ腕（Dunker）

Slyﾉoche"“ﾉo"gicmｨ”（QuoyetGaimald）

Nudybranches

Unidentifiedsnail

SごPr旅ｒ（Ｍ),""sepm），,j増αr"＄（Wiegmann）

Ｕ"〃e"r板ed""ｨ"eノ

Unidemifiedbivalve

Polycheates
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Unidentifiedshrimp
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ヤツマタモク（高さ350cm）で葉上動物の分類群の数が多かったのは下層（０～50cm）と中層

（200～300cm）で，それぞれ７～９分類群と８～12分類群が見つかった。湿重量，個体数ともに

高い値を示したホソワレカラは250cm層と300cm層で多かった。

魚類・大型無脊椎動物調査線上のビデオ撮影で確認できた魚類と大型無脊椎動物の種類と大

まかな生息数をTable5に示した。魚類で圧倒的に多かったのはスズメダイChmmjs"orαrα"orα”

（TmmincketSchlegel）で，300ｍのライン遊泳上で数百個体を確認した。スズメダイは，林冠
の上や間を群れで泳いでいることが多かったが，林床付近に潜んでいる個体も少数認められた。

次いで多かったのが，ホンベラ”jc加e花sre""”""jsGiinther，キュウセンHalichoeres

Poec伽relws（TbmmincketSchlegel)，ササノハベラRse"dひわbrus仰o"jc"ｓ（Houttuyn)，メバル
Sebas花s加e”sCuvier（幼魚）で，それぞれ数十個体ずつ確認された。その他の個体は１０個体未

満しか確認されなかった。大型無脊椎動物では練皮動物が目立ったが，全般的に個体数は少なく，

すべてｌ個体ずつ観察されたにすぎなかった。

魚類，大型無脊椎動物とも，ホンダワラ類が密に生育している区間では林冠の高さで伸びてい

る巻尺（調査線）に沿ってビデオ撮影を行っているため，林床の生物が計数されず，過小評価さ

れているものもある。しかし，一般に海藻の植生に大きな影響を及ぼすことが知られている藻食

魚やウニは認められず，僅かに砂泥域でアメフラシＡｐ卵ａ（叱rrjα）ｋ"”“（Baba）ｌ個体が

寄り藻となったアキネトスポラを食べていたのが観察されただけであった。なお，種の同定がで

きず，表には含めていないが，ガラモ場の海底付近（概ね海底からの高さで50cm未満）のビデオ

撮影区間では，クマ類が盛んに遊泳している場所がしばしば認められた。

ホンダワラ類の坪刈調査地点で採集した大型無脊椎動物については，離岸距離38ｍのサンプル

が紛失したため，５地点の種組成をTable,6に示した。５地点を合計すると，海綿２種，花虫類１

種，多毛類１種，多板類２種，腹足類６種（巻貝４種，後鯉類２種)，二枚貝４種，蔓脚類１種，

甲殻類２種，ヒトデ２種，ウニ１種およびホヤ１種の合計23種が認められた。このうち，藻食動

物は，離岸距離０ｍ地点で比較的多かった多板類２種，離岸距離０～95ｍの範囲で採集された腹

足類４種，離岸距離95～290ｍ地点で採集されたクロヘリアメフラシSzyﾉoche"“ﾉo"gjca"血

（QuoyetGaimard）及び離岸距離290ｍ地点で採集されたコデマリウニ距加"or花加αSc岬加加Ａ、

Agassizのみで,植生に大きな影響を与えうる生物は認められなかった。藻食動物以外で目立った
のは，９５ｍ地点の後鯛類１種（80個体/㎡）と種不明の甲殻類１種（40個体/㎡）であった。

考察

氷見市沿岸のガラモ場については，生物相以外の研究例が乏しく，公表された資料も少なかっ

た。今回，同市沿岸でも比較的自然がよく保たれている虻が島において，時期や地点が限られた

ものではあるが，海岸線から離岸距離300ｍ（水深16ｍ）に及ぶ広範囲で，海藻の垂直分布，生産

構造および葉上動物相について多少とも定量的なデータを得ることが出来た。

海藻相藤田（2001a）の作成した氷見市･高岡市の海藻リストでは，緑藻34種，褐藻75種，紅

藻162種，合計271種が収録されており，1989年以来，藤田自身が直接採集・確認している種だけ

でも，緑藻28種，褐藻61種，紅藻115種，合計204種にのぼる。今回は，１季節の調査ではあるが，
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虻が島周辺において，褐藻では既知種数の約３分の２，緑藻と紅藻（無節サンゴモ類を除く）で

は約半分に相当する種数を採集することができた。アマノリ類など冬季の海藻，イバラノリ類や

ホソエガサAcelab"ﾉarjacα"c"ﾉ"sLamourouxなど夏季の海藻，あるいは偶発的に生育したヒジキ

（新井ら1997）は採集できなかったが，富山湾でこれまでに報告のない種を１０種採集すること

ができた。その多くはガラモ場沖側（深所）の砂喋帯（概ね水深15～20ｍ）で確認された。この

砂喋域は，藤田（2001a）が生育を確認したケベリグサＣ""eriaa岬eｍａ（Roth）DeNotaris，コ

モンナガブクロAspemcocc"sb""Cs"sLamouroux，ハイオオギLo岬homvarjegα'ａ（Lamouroux）

Oliveiraなども含め,北陸では希な海藻が多産する。虻が島周辺は古くから海洋生物の宝庫として

知られてきた（氷見市1999，藤田2001a）が，今回の調査結果は，希少海藻の生育地という

側面から改めて虻が島周辺域の重要性を認識させるものであった。

砂喋域以外で採集された海藻では，緑藻アミモヨウが注目に値する。この種類は約40年前に採

集され（泉1976)，その後の報告がなかったが，今回の調査では，虻が島北西岸のガラモ場の林

床で群生しているのが確認された。この産地は本種の北限と考えられるが，生育場所が林床に限

られており，ガラモ場が崩壊すると絶滅してしまう可能性が高い｡近年,氷見市沿岸においても,過

去に採集記録のある種類の生育が認められなくなったり，テングサ群落の衰退やガラモ場におけ

る着生藻（アキネトスポラやアオノリ類)の増加などの異変が起こったりしており（藤田2001a)，

虻が島を含む沿岸域の自然保護に取り組む必要がある。

近年になって顕在化したとされる着生藻アキネトスポラの増加については，今回，島の北西側

にほとんど認められず南東側で多かったこと，ｌ例ではあるがアメフラシによる摂餌が確認され

たことが今後の実態解明の糸口となると思われる。虻が島では，北西側は冬季に（北西の）季節

風の影響を強く受けるのに対して，南東側は島北部が東側へ伸びて遮蔽域となっているために着

生藻が付着しやすい状況となっている可能性がある。また，虻が島の周辺は古くから後鯛類の多

産地として知られ(氷見市1999)，周辺の養殖ワカメにアマクサアメフラシの大量発生が起こっ

た事例（藤田1990）もあるが，近年はこのような現象が起こっておらず，アメフラシ類の減少

が関与している可能性もある。アキネトスポラなど着生藻の増加は景観を損ねたり，ホンダワラ

類の活力低下を引き起こしたりするだけでなく，定置網への着生被害も深刻化しかねないので，

今後とも監視が必要である。

海藻の垂直分布海藻の垂直分布については，下草も含めた詳細なデータを解析中であり，本

報では概略のみを示したが，調査線上に出現した12種のホンダワラ類は，各種の分布水深帯ある

いは優占水深帯の偏在によって帯状分布を成しているということができる。

ガラモ場の周縁域には，特に下限付近ではツルアラメの被度が５～１０％の高い被度で混生して

いた。寺脇・新井（1999）は，虻が島の南約１kmに位置する宇波地先の水深７～９ｍ地点（篠か

ら砂地への移行帯）で海底の砂面からの比高と植生の関係を調べ,比高0.9ｍ未満の場所ではツル

アラメよりもノコギリモクが常に上位に生育することを紹介している。虻が島の調査線において

も同様の傾向は認められたが,宇波沖よりも深くまで操が続き,海藻群落も発達している。また,能

登半島先端（氷見市と同じ内浦側）の飯田湾では，水深12ｍ付近でガラモ場から無節サンゴモ群

落になる（山田・谷口1977）とされているが，虻が島南東岸のガラモ場周縁域はこれとも様相

を異にし，はるかに多くの海藻が生育している。
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生産構造ガラモ場の生産構造については，海藻の種別の生産量を求める目的で純群落におい

て調べられた報告が数例ある（例:谷口・山田1978,MuraseandKitol988，Muraseeraﾉ.2000)。

しかし，実際のガラモ場では，虻が島周辺のように複数種が混生する場合の方が圧倒的に多いた

め，本研究ではあえて複数種による生産構造図を作成した。複数種を入れた場合，生産量の解析

には理論面，技術面でさらなる検討を要するが，海藻群落の立体構造，海藻間の種間関係，葉上

動物の分布などを論じるのに有益な立体構造の表示法となる。

水深別にみると，概ね水深１０ｍまでは林分の中層部で葉状部が多かったが，最も林分の高さが

低かったイソモク（距離０ｍ）は，波浪の影響が大きい海面付近にあって成長が制限されている

とみなされる。一方，１０ｍ以深では下層でも葉状部を発達させる傾向が認められた。今回，ガラ

モ場中央部の海底（水深６ｍ）で行った光環境調査では，天蓋のない海底における透過光量が海

面に対する相対値で18.8％，同様に，ヤツマタモク林分（高さ300cm）の林床では1.2％まで低下

することが明らかとなった。つまり，林床では同じ水深の無天蓋域の6.4％しか光量がないが,逆

に，天蓋のない海底では林床の約16倍の光が得られることになる。したがって，光量の限られる

深所において，林冠が発達しない尖塔状の生産構造は下層群落が発達するのに有利であり，下層

の発達は弱光条件下で少しでも多くの光を獲得するための適応と考えられる。

なお，水深6.7ｍ付近で得られたノコギリモク林分（4.6ｍ）の現存量（約4.5kg．.w､/㎡）は，

坪刈を実施した６地点の中で最高の値を示した。この値は他の海域と比べても比較的高く，石川

県飯田湾（水深4.6ｍ）の7.1kg．.w､/㎡（谷口・山田1978）に次ぐもので，山口県深川湾（水深

８ｍ，岩盤上）の1.2kgdw./㎡（最大長2.4ｍ）（MuraseandKitol998）を上回っている。本調査

地点のノコギリモクは，飯田湾で調べられた藻体とほぼ同サイズ（主枝長４ｍ）であるが，飯田

湾の観察例（谷口・山田1978）では成熟盛期の４月に極大現存量が得られており，５月以降に急

激に現存量が低下している。また，虻が島で採集した林分が複数種の混生状態にあったことも，

現存量が低かった原因の一つと考えられる。すなわち，本研究においても，１，２ヶ月早い採集

時期に，ノコギリモクのみからなる林分で採集を行っていれば，より高い値が得られた可能性が

ある。谷口（1998）は，飯田湾におけるノコギリモクの生産力（谷口・山田1978）を世界の植

物・藻類の中でも最大級のものと位置付けているが，富山湾のガラモ場においてもこのような生

産力の高い群落が存在するかどうか，一度は確かめておく必要がある。

葉上動物相氷見市沿岸の葉上動物は，少数種が氷見市役所（1999）の無脊椎動物のリストに

挙げられているのみで，生息環境とともに論じられることはなかった。今回，種まで同定した３２

種のうち氷見市役所（1999）に掲載されているのは１０種にすぎず，貝とヨコエビ類について，近

海の貝類リスト（能登和倉：伊藤（1954)）や端脚類のリスト（佐渡近海：伊藤ら（1972)，石川

県：石丸（1990)，富山県高岡市：石丸・布村（2001)，富山県東部：藤田・小善（1999)，その

他:Ishimaru（1994)）を見渡しても１８種までしか記録を確認できなかった。他の種類は富山湾と

その近海では全く報告がなく，他の季節の情報も得られれば新産種はさらに増えると推察される。

瀬戸内海の笠岡湾でガラモ場の群集構造を詳しく調べた布施（1960）によると，メバル，カサ

ゴSebas"Sc"Ｓｍα""omr"ｓ（Cuvier)，アイナメHexagmmmosomk"JordanetStarks，クジメ

ノッＥｘａｇｍｍ"zosagmmm"＄（TbmmincketSchlegel)，ハオコゼHypody花sr"brjpj""ｉｓ（'Ibmmincket

Schlegel)，アミメハギＲ"血ri"se1℃o火sJordanetFowler，ギンポＰﾉio"s"e伽ﾉosa（Tbmmincket
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Schlegel)などの魚種がヨコエビ類やワレカラ類などの葉上動物を主食としている。これらの魚は

虻が島周辺にも生息しており（氷見市役所1999)，その一部は今回の調査期間中も観察されてい

ることから，調査したガラモ場も餌場となっていることは疑う余地がない。

本調査では，ガラモ場を代表するノコギリモクとヤツマタモクの２種について層別の採集を行

い，葉上動物が藻体の最下層または枝の中～上層部に多い傾向を認めることができた。これらの

部位はそれぞれ新生主枝の萌出層，濃密な林冠および着生藻の着生水深に相当する。このような

ホンダワラ藻体における葉上動物の生息部位の偏りは，青木（1988）や今田ら（1988）も認めて

いる。このうち青木（1988）は，九州西岸のヤツマタモク群落で葉上ワレカラの変動要因を実験・

観察で調べ，ベラ類の活動との関連を強く示唆している。今回の調査ではスズメダイやベラ類が

多く観察されているが，枝が込み合った新生主枝の萌出層や林冠，あるいは綿菓子状に広がって

枝を覆う着生藻アキネトスポラの茂みの下が魚類の捕食を免れるための避難領域となっているの

かもしれない。今後，他のホンダワラ類も含め，サンプル数を増やし，層別刈り取り法や魚類の

胃内容物調査と併用すれば，動物が生息する藻体の部位や移動，重要な餌料種なども明らかにで
きると考えられる。
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